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み
な
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
決
戦

の
２
０
１
６
年
、
参
院
選
ま
で
あ
と

半
年
で
す
。
戦
争
法
を
廃
止
さ
せ
る

た
め
、
本
気
モ
ー
ド
全
開
の
日
本
共

産
党
。
「
国
民
連
合
政
府
」
の
提
案

に
、
い
ま
注
目
と
影
響
が
か
つ
て
な

く
広
が
り
、
「
野
党
は
共
闘
」
と
い

う
ひ
と
つ
の
流
れ
と
な
っ
て
動
き

出
し
て
い
ま
す
。 

国
民
一
人
一
人
が
「
自
分
た
ち
が

主
権
者
だ
」
と
声
を
あ
げ
「
国
民
の

言
う
こ
と
を
聞
か
な
け
れ
ば
政
府

を
変
え
る
」
と
い
う
若
者
た
ち
の
コ

ー
ル
に
も
表
れ
た
新
し
い
「
市
民
革

命
的
」
な
流
れ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
大
き
な
潮

流
に
か
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
個
人
も
団

体
も
野
党
も
み
ん
な
で
ま
と
ま
っ

て
、
総
が
か
り
で
安
倍
政
権
を
倒
す

た
め
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！ 

今
年
を
「
新
し
い
市
民
革
命
」
の

年
に
！ 

 
 
 

２
０
１
６
年 

正
月 

               

日
本
共
産
党 

 

衆
議
院
議
員 

 
 

藤
野
や
す
ふ
み 

 
 

 

日
本
共
産
党 

 

参
議
院
議
員 

 
 

井
上
さ
と
し 

  

日
本
共
産
党 

 

参
議
院
比
例
代
表
予
定
候
補 

 

た
け
だ
良
介 
 
 

 

参
議
院
長
野
選
挙
区
予
定
候
補 

唐
沢
ち
あ
き 

  

日
本
共
産
党 

 

駒
ヶ
根
市
議
会
議
員 

坂
本
や
す
ひ
こ 

竹
村
ほ
ま
れ 

昨
年
は
、
市
議
会
議
員
選
挙
で
大

き
な
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
年
は
参
議
院
選
挙
が
予

定
さ
れ
、
１
月
に
は
市
長
選
挙
が
あ

り
ま
す
。 

住
民
本
位
の
国
政
・
市
政
の
た
め

に
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

市
長
選
挙
に
候
補
者
は

擁
立
せ
ず
、
平
和
・
暮
ら

し
・
福
祉
・
子
育
て
支
援

施
策
を
市
政
の
最
重
要
課

題
と
し
て
、
そ
の
充
実
に

力
を
尽
く
し
ま
す
。 

１
月
１
７
日
告
示
の
駒
ヶ
根
市

長
選
挙
へ
の
対
応
と
判
断
の
た
め

に
、
日
本
共
産
党
駒
ヶ
根
市
委
員
会

は
、
「
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
駒
ヶ

根
み
ん
な
の
会
」
と
と
も
に
、
こ
の

４
年
間
の
駒
ヶ
根
市
政
の
検
証
と

市
政
の
評
価
・
要
望
な
ど
の
意
見
を

市
民
の
声
を
お
聞
き
し
、
検
討
し
て

き
ま
し
た
。 

市
長
の
政
治
姿
勢
に
お
い
て
は
、

国
政
に
関
し
て
安
保
関
連
法
、
憲
法

９
条
改
定
、
原
発
、
消
費
税
増
税
に

対
し
て
は
受
け
入
れ
る
姿
勢
を
指

摘
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

国
の
悪
政
に
対
し
て
市
民
の
立

場
か
ら
き
ち
ん
と
物
を
言
う
事
が

首
長
の
政
治
姿
勢
と
し
て
求
め
ら

れ
ま
す
。
憲
法
９
９
条
を
尊
重
す
る

(

す
べ
て
の
公
務
員
は
憲
法
を
守
り

擁
護
す
る
義
務
を
規
定)

と
明
言
し

て
い
る
こ
と
は
自
治
体
の
首
長
と

し
て
当
然
と
考
え
ま
す
。 

市
政
の
現
状
と
到
達
点
で
は
、
財

政
運
営
は
引
き
続
き
厳
し
く
長
期

の
財
政
力
に
あ
っ
た
計
画
的
改
善

が
課
題
で
す
。 

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
で
は

中
学
卒
業
ま
で
拡
大
、
保
育
料
の
軽

減
第
３
子
は
５
０
％
軽
減
、
国
保
税

は
２
６
年
度
法
定
外
繰
り
入
れ
を

し
て
税
の
据
え
置
き
、
住
宅
リ
フ
オ

ー
ム
助
成
制
度
は
４
年
間
実
施
な

ど
、
市
民
の
願
い
に
応
え
る
一
定
の

前
進
と
成
果
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
間
日
本
共
産
党
市
議
団
と

駒
ヶ
根
市
委
員
会
は
、
平
成
２
８
年

度
予
算
及
び
施
策
に
つ
い
て
の
１

９
項
目
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。 

 

さ
ら
に
「
市
民
の
く
ら
し
を
守
る

駒
ヶ
根
み
ん
な
の
会
」
は
、
公
開
質

問
状
で
、
一
、
安
保
関
連
法
と
憲
法

尊
重
擁
護
の
義
務
。
二
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

つ
い
て
の
見
解
。
三
、
子
ど
も
医
療

費
無
料
化
を
高
校
卒
業
ま
で
の
拡

充
、
保
育
料
第
２
子
半
額
・
第
３
子

無
料
に
、
国
保
税
の
軽
減
策
な
ど
、

福
祉
・
医
療
施
策
を
市
政
の
最
重
要

課
題
に
位
置
付
け
る
こ
と
の
３
項

目
で
す
。 

 

公
開
質
問
状
に 

杉
本
市
長
が
回
答 

公
開
質
問
状
に
対
す
る
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。 

安
保
関
連
法
に
関
し
て
は
国
の

専
権
事
項
と
理
解
し
て
い
る
。
実
際

国
民
の
理
解
が
深
ま
っ
た
と
思
え

な
い
。
憲
法
の
擁
護
は
当
然
尊
重
さ

れ
る
べ
き
も
の
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
不
利

益
が
生
じ
る
場
合
は
確
固
た
る
決

意
で
対
応
す
る
。
保
育
料
第
３
子
以

降
無
料
化
を
進
め
更
な
る
軽
減
を

検
討
す
る
。
子
ど
も
医
療
費
無
料
化

は
、
高
校
生
入
院
を
検
討
。 

国
保
税
の
軽
減
は
医
療
費
の
増

加
の
半
分
を
繰
入
で
対
応
す
る
な

ど
で
す
。 

今
、
安
倍
政
権
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
国
民
い
じ
め
の
悪
政
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

何
よ
り
も
市
民
の
暮
ら
し
、
福
祉

を
守
り
、
平
和
な
国
の
在
り
方
を
し

っ
か
り
見
据
え
た
市
政
運
営
が
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 杉

本
市
長
の
回
答
は
一
定
の
評

価
が
で
き
、
今
後
の
施
策
に
お
い
て
、

国
の
庶
民
い
じ
め
の
政
治
に
抗
し
、

議
会
内
外
の
運
動
と
、
世
論
の
力
で
、 

市
民
本
位
に
、
要
望
を

実
現
す
る
市
政
に
と
り
く

ん
で
い
き
ま
す 

前
回
市
長
選
、
県
議
選
、
市
議
選

が
無
投
票
と
３
回
続
い
た
こ
と
も

あ
り
、
市
民
の
中
に
は
、
選
挙
戦
を

す
る
べ
き
だ
と
の
声
も
あ
り
ま
す

が
、
今
回
の
市
長
選
挙
に
は
候
補
者

を
擁
立
せ
ず
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
が
市

民
の
願
い
が
活
か
さ
れ
る
た
め
に

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

 

公
開
質
問
状
へ
の
回
答
全
文
は

次
の
ペ
ー
ジ
を
御
覧
下
さ
い
。 
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１
、
市
長
と
し
て
、
市
民
の
安

心
・
安
全
な
生
活
を
守
る
こ
と

が
最
重
要
と
考
え
、
日
夜
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

従
っ
て
、
そ
れ
ら
が
脅
か
さ

れ
る
こ
と
が
生
じ
る
場
合
は
、

確
固
た
る
決
意
で
対
応
し
ま

す
。 

 

安
保
関
連
法
に
関
し
ま
し

て
は
、
国
の
国
防
・
外
交
に
係

わ
る
問
題
で
あ
り
、
国
の
専
権

事
項
で
あ
る
と
理
解
し
て
い

る
。
今
回
の
安
保
関
連
法
に
つ

い
て
は
、
国
民
に
対
し
て
丁
寧

に
説
明
す
る
と
言
っ
て
い
た

が
、
実
際
の
と
こ
ろ
国
民
の
理

解
が
深
ま
っ
た
と
は
思
え
な

い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。 

 

な
お
、
日
本
国
憲
法
第
９
９

条
に
つ
い
て
は
、
当
然
尊
重
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

 

２
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
農

産
物
重
要
５
項
目
を
関
税
撤 

       

廃
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
よ

う
強
く
求
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。 

 
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
分
野

に
お
い
て
「
米
の
無
関
税
輸
入

枠
」
が
新
設
さ
れ
る
な
ど
非
常

に
残
念
で
あ
る
。 

 

今
後
は
、
詳
細
な
情
報
を
確

認
・
分
析
す
る
中
で
、
駒
ケ
根

市
の
農
業
に
対
し
て
不
利
益

な
ど
の
影
響
が
生
じ
る
場
合

は
、
速
や
か
に
関
係
団
体
と
連

携
し
、
確
固
た
る
決
意
で
対
応

し
ま
す
。 

 

３
、
人
口
減
少
時
代
を
克
服
し
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向

け
て
、「
少
子
化
対
策
」
と
「
財

政
の
健
全
化
」
を
市
政
の
最
重

要
課
題
と
位
置
付
け
た
。 

 (

１)
 

少
子
化
対
策 

① 

子
育
て
支
援 

・
多
子
世
帯
に
対
す
る 

 
 
 

 
 

保
育
料
軽
減 

 

当
面
、
第
３
子
以
降
無
料
を

進
め
、
財
政
状
況
や
他
市
町
村

の
状
況
を
踏
ま
え
、
更
な
る
軽

減
等
を
検
討
す
る
。 

・
保
育
料
は
各
層
上
伊
那
平
均 

 

に
軽
減 

・
出
産
祝
い
品
の
新
設 

・「
一
時
預
か
り
」「
病
後
児
保 

 

育
」「
親
子
の
触
れ
合
い
の 

 

場
所
」
な
ど
の
機
能
を
集
約 

 

し
た
子
育
て
世
代
活
動
支 

 

援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
ま 

 

す
。 

・
自
然
保
育
園
の
実
施
、
自
然 

 

体
験
学
習
事
業(

十
二
天
の 

 

森
の
活
用)

を
新
た
に
実
施 

・
語
学
力
向
上
の
た
め
グ
ロ
ー 

 

バ
ル
ユ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を 

 

新
た
に
開
催(

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
訓
練 

 

所) 

 
② 
定
住
へ
の
支
援 

・
若
者
住
宅
取
得
補
助
の
新
設 

 
(

新
築
、
中
古
取
得
に
対
し
、 

 

子
供
の
有
無
を
勘
案
し 

 

最
大
１
０
０
万
円)

 

・
定
住
促
進
補
助
の
新
設(

上 

 

下
水
道
負
担
軽
減
、
３
世
代 

 

同
居
、
近
居
支
援)

 

 

③ 

子
ど
も
医
療
費 

 
 
 

 

無
料
化
の
拡
充 

 

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の

拡
充
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
８
年
間
で
、
市
民
の
皆
様
の

要
望
を
踏
ま
え
、
小
学
校
１
年

か
ら
中
学
３
年
ま
で
無
料
化

を
拡
大
し
た
。 

 

課
題
と
し
て
は
、
高
校
生
の

入
院
無
料
化
と
と
ら
え
て
お

り
、
今
後
、
財
政
状
況
を
踏
ま

え
検
討
す
る
。 

 (

２)
 

国
保
税
の
軽
減 

 

国
保
税
の
軽
減
策
に
つ
い

て
は
、
近
年
の
急
激
な
医
療
費

の
増
加
を
踏
ま
え
、
平
成
２
６

年
度
初
め
て
、
一
般
会
計
か
ら

３
千
万
円
の
基
準
外
繰
り
入

れ
を
実
施
し
、
対
応
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
２
７

年
度
に
つ
い
て
も
、
１
２
月
議

会
で
補
正
を
お
願
い
し
、
総
額

１
億
４
千
８
百
万
円
の
基
準

外
繰
り
入
れ
を
実
施
し
、
国
保

税
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。 

 

今
後
も
医
療
費
の
増
加
の

半
分
を
基
準
外
繰
り
入
れ
で

対
応
す
る
予
定
で
あ
る
。 

 (

３)
 

介
護
保
険
に
つ
い
て 

 

平
成
２
８
年
３
月
か
ら
の

準
備
期
間
を
経
て
、
平
成
３
０

年
４
月
か
ら
総
合
事
業
へ
本

格
移
行
す
る
。
現
在
、
通
所
介

護
や
訪
問
介
護
の
予
防
給
付

を
受
け
て
い
る
利
用
者
は
、
総

合
事
業
に
移
行
し
て
も
、
そ
の

ま
ま
継
続
し
て
現
行
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
す
る
。 

 

総
合
事
業
で
は
、
住
民
等
の

多
様
な
主
体
も
参
画
し
、
今
ま

で
の
画
一
的
な
サ
ー
ビ
ス
か

ら
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
る
。 

 

総
合
事
業
の
担
い
手
と
し

て
は
、
小
規
模
通
所
介
護
事
業

所
に
つ
い
て
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
厳
し
い
経
営

状
況
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ

て
独
自
の
財
政
的
な
支
援
を

検
討
す
る
。 

             

 
市
長
選
挙
に
関
わ
る
公
開
質
問
状
に 

 
 

 
対
す
る
回
答
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 

 
 

平
成
２
７
年
１
２
月
１
５
日 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

駒
ケ
根
市
長 

杉
本
幸
治 

 


